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国内で初めて屋上営巣したコアジサシの繁殖状況について
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は じめに

コアジサシＳ彪加αα〃>ｗｚｓは，ヨーロッパからアジア，アフリカで繁殖し（Cramp

l985)，日本では本州以南に渡来する夏鳥である(清棲1978)．おもに海岸の砂浜や広い河川

の河原や中洲といった裸地で集団繁殖するが，近年は海岸部の埋め立てや河川改修により．

営巣地が減少している（金井ほか1991,林・岡田1992,束ほか’996)．このため，現在，

国内では多くの営巣地が開発の途中にできる一時的な造成地に集中しているが，このような

土地は建造物が立てられ，放置されても遷移が急速に進むため，安定した営巣地とはならな

い．その結果，営巣可能な場所が限られつつあるのが現状である（早川・Gorel997)．コア

ジサシの個体数は減少傾向にあるといわれており（桑原ほか’997)，日本版レッドデータリ

ストでは絶減危′倶II類に指定されている（環境庁1991)．早川・Ｇｏｒｅ（1997）は，コアジサ

シの恒久的な営巣地確保のために,北米のフロリダ州におけるアメリカコアジサシＳ､α"/ﾉﾉﾙ7ﾉ7"〃

やクロハサミアジサシＲｙ"cﾙops刀腔'･の屋上営巣の事例をもとに，日本における屋上での

営巣地誘致の可能性について言及している．しかし国内では，屋上で繁殖に成功した例はこ

れまで報告されていない（早川1998)．今回筆者らは，国内で初めて屋上に営巣したコアジ

サシの集団繁殖地を確認したので，その繁殖状況について報告する．

調査地

コアジサシの集団繁殖地が確認された場所は，東京都大田区昭和島に位置する東京都下水

処理施設｢森ヶ崎水処理センター」（35°34'Ｎ，139.45,E，以下水処理センター）の屋上である

（図１）．1987年完成の鉄筋コンクリート造りの建物で，屋上の総面献は71,033,2である．屋

上は平坦で，約8,000～10,000,2の区画が７つつながっており，而械は60,800,2である．ま

た，屋上の一区画には上部面積10,233,2の脱臭機棟が建っている．採光施設であるコンクリ

ート製ブロックが配置されているほか，草がまばらに生えた部分や，水溜りが点在している．

周囲は1.2ｍ程度の壁に囲まれ，一般人の立ち入りはできない．水処理センターの周りは埋め

立て地とその上に立地する鉄工所などの工場，そして運河に囲まれ，対岸には羽田空港が位

満している．また，羽田空港との間には通称「森ヶ崎の鼻」と呼ばれる干潟（面祇約l5ha）

があり，水処理センター屋上の集団繁殖地（以下，森ヶ崎コロニー）からの距離は約500ｍで
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図１．森ヶ崎水処理センター屋上のコアジサシの'営巣地

Fi頁.１．Roof-topbreedingsiteatMol･iga-sakisewagedisposalplant．

〃

ある．2000年には満潮時に約300羽のコアジサシが採食していた記録があり（噸111世山未発

表)，コアジサシの採食場となっていることが確認されている．また，羽111空港の敷地内でも

過去にコアジサシの営巣が確認されている（林英子・東陽一未発表)．

調査方法

2001年６月10日に森ヶ崎の鼻で採食していた多くのコアジサシが水処理センター方向へ飛

去するのを観察し，水処理センター屋_'二に座り込んでいるコアジサシを遠方より確認し，こ

の場所でコアジサシが営巣していることを確認した．６月19日に予備調査を実施し，成,烏数

をかぞえた．それ以降，現地踏査を６月25ｐから７月24日まで計５回実施した．調査地内全

体の成鳥数を記録した後，区圃ごとに巣，卯，放棄卵およびヒナの数を記録した．抱卵され

ていない巣は，転卵が行なわれないので、卯に砂や汚れが付着していることが多い（桑原ほ

か1997)．したがって，そのような卯や，ひびが入っているもの，中身が飛び出しているも

のを放棄卵とした．コアジサシは本来，砂喋地や砂浜にくぼみを掘った後，その周辺に小禰

や貝殻などを巣材として配侭するが（桑原ほか’997)，調査地はコンクリート製でくぼみを

掘ることができず，周囲に巣材になるものは，老朽化して崩れたコンクリートの破ﾊ･しかな

かった．これらを円形に満いた巣もあったが(図２)，何も侭かず，地面に直接卯を産み落と

したと思われる巣も多く観察された．したがって，巣であるかどうかの判定については，放

棄卵と判定できなかった卯は巣材の有無に関わらず、１卵でもｌ卵巣として記録した．その



似１２．わずかな巣材で作られた巣

Fig.２．ＡｎｅｓｔｏｆＬｉｔｔｌｅＴｅｍｍａｄｅｗｉｔｈｆｅｗｎｅｓtmaterials．

ほか，コアジサシ以外に繁殖している’脇類の種，および巣数も記録した．

1６１

結果および考察

１．常巣数の変化と繁殖成功

６）jl9Ilは成脇数のみ記録したので'営巣数は不明だが，コアジサシの'営巣数は，６ノｊｌ９１１は成,!.》政のみ記録したので'寓采数はイ､明だが，コアジサシの'菖果数は，６月２５１１

８９巣，７月41-119巣，７)･'９「１７巣と急激に減少し，成鳥数も1両l様に急激に減少した（Ixl

３）．常巣数が最も多かった６月2511に、調禿区画ごとに営巣数を調べた結果，営巣数は調盃

区画ごとに異なっていた（x2＝12.6,Ｆ1曲度６，Ｐ＜０．００１)．コンクリートの老朽化が進み，

継ぎI｣から草が生えている簡所と，水たまりやその周辺に生える草地では、営巣数は１ｈａあ

たり14.5巣と多かった一方，老朽化が少なく草がほとんど生えていない区画においてはｌｈａ

あたり7.5巣と少なかった．

調査地では，巣のマーキングを行なわなかったため，総営巣数を把握することはできなか

った．ヒナの初列風切羽がのびた状態を巣立ちとした場合，確認された巣立ちヒナは５羽で

あった．したがって，放棄卵を含む産卵数が雄も多かった６月25日（240卯）を基準にする

と、森ヶ崎コロニー全体の繁殖成功率は2.1％であった．韓国におけるコアジサシの繁殖成功

率は31％という報告（ＨｏｎｇＧ／α/，1998）があることから、森ヶ崎コロニーの繁殖成功率は

かなり低いと考えられた．
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図３．コアジサシの成鳥数と営巣数の変化

Fig.３．ＣｈａｎｇｅｓｉｎｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆａｄｕｌｔｓａｎｄｎestsofLittleTem．

２．繁殖失敗の要因

調査期間中に観察されたのべ産卵数は335卵，そのうち，放棄卵と確認されたのはのべ149

卵で，繁殖失敗の要因の約44％が放棄と考えられた．放棄卵が生じる要因の１つに，強風に

よる撹乱が考えられる．調査地は海からの風が強く，調査中に風で卵が飛ばされ転がってい

く様子を何回も確認している(図４）．地上の営巣地においても強風，降雨など気象現象によ

る撹乱は報告されているが（東ほか’996)，森ヶ崎コロニーのように巣材もなく，くぼみを

掘ることができずに地面に直接産卵してしまう場合は，風から卵を守るものが何もないため，

風の影響は地上で営巣する時よりかなり大きいと思われる．また，地面に直接産卵したため

に卵の位置を親が固定できず，親の腹の下から卵が転がり出て放置されるという状況も数回

観察された．このような親による放棄以外の卵の消失原因については，捕食によるものと，

放棄後に卵が割れ，散逸してしまって確認できなかったものとが考えられる．捕食について

は，穴が開いた卵を数個確認しており，ほかのコアジサシの集団繁殖地においてハシブトガ

ラスＣＯ”Zfs柳αc、ﾉﾘ"c"0ｓが卵に穴を開けて捕食しているのを観察した事例があることか

ら（早川稚晴未発表)，ハシブトガラスによる捕食の可能性が考えられた．しかし，調査中

にコロニー周辺でハシブトガラスを確認することはできなかった．

３．同所的に繁殖する種

日本においては，コチドリＣ〃α”が蛎成め/ZfsとシロチドリＣ,α/exzz”"z婚がコアジサ

シのコロニーに同所的に営巣することが知られている(東ほか1996，桑原ほか1997)．調査

地で営巣が確認されたのはコチドリ，シロチドリ，ハクセキレイ〃0ｍc"Azα/6α,ヒバリＡ”《伽



■ ■

■

』

閃４．風で隅に飛ばされた卵

Fig.４．Ｅｇｇｓｂｌｏｗｎｉｎｔｏａｃｏｍｅｒｂｙｗｉｎｄ．
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αγzﾉg7zsjSの４樋であった．シロチドリの巣は，６月25[Iに６巣，７月４日に１巣，７月９１１

にｌ巣確認された．いずれもコンクリートの継ぎ目に生えているコケの塊の中に営巣してお

り，７月2411には，親とほぼ同じ大きさの幼烏３羽とヒナ１羽を確認した．コチドリは、コ

アジサシと同様に地面の上に直接産卵しており，６月25日に４卵，７月４日に３卯，７月９

１．１にｌ卯確認されたが，いずれも放棄卵であった．ヒバリは草むらの中で１巣，ハクセキレ

イは調究地内にあったゴムシートと地面のすき間に１巣確認した．以上より，建物の平坦な

屋上はコアジサシ以外の地上構巣性の烏類にとっても繁殖に右効な場所であると考えられた．

４．屋上営巣を誘致するための課題

フロリダのアメリカコアジサシの場合，地上常巣と屋上営巣では，屋上営巣の方が１巣あ

たりのふ化ヒナ数が多いことが報告されている（Ｇｏｒｅ＆Kinnisonl991)．屋上営巣が有利

な点は，人間や車の進入，Ｉ'iW乳類の捕食者から逃れることができること，植物の遷移が進ま

ないこと、洪水の影響を受けないことなどが考えられる（Ｇｏｒｅ＆Kinnisonl991，早川

1998)．早川･Ｇｏｒｅ（1997）は、コアジサシの屋上営巣地誘致にあたっての重要な条件として．

ｌ）明るい色の砂利が敷いてあること

２）ヒナの落下防止や直射日光をさえぎるために高さ20ｃｍくらいの壁で囲まれていること

３）500巣程度のコロニーサイズを維持するために屋根が最低でも17,000,2以上の面積がある

こと
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４）捕食者対策，特にカラスの個体数のコントロールを検討すること

５）採食地となる水辺が近くにあること

をあげている．これ．らの条件に対し，森ヶ崎コロニーは，２，３，５の条件を満たしている．

森ヶ崎コロニーで１の条件，すなわち砂利を敷くことによって，今回の調査で観察された，

風の撹乱による繁殖失敗の割合は減少し，繁殖成功率を高めることができると思われる．今

後，水処理センターの屋上に砂利を敷くことによって，コアジサシの営巣および繁殖成功が

確認されれば，建物の屋上を恒久的な営巣地として利用することが，絶滅の恐れのあるコア

ジサシ保全のための新しい対策方法となると期待される．

調査に際して，森ヶ崎水処理センターの職員の方々には様々な便宜を図っていただいた．

また，五十嵐寛，小林豊，佐藤敏，佐藤達夫，篠木秀紀，丹藤絵，手嶋洋子，前川聡，森定

子，八木雄二の各氏には，現地調査に協力していただいた．これらすべての方に厚くお礼申

し上げる．
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ThefirstrecordinJapanofroof-topnestingbyacolonyofLittleTerns
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Wefoundaroof-nestingcolonyofLittleTemsSYeﾉﾌ゙ zαα/6航り"sinTokyo、Thecolonywas

foundinasewagedisposalplant（35.34'Ｎ，139.45,E)，whichwasIocatedonreclaimedlandｏｆ

ＴｏｋｙｏＢａｙ・Westudiedthenumberofadults,ｅｇｇｓａｎｄｃｈｉｃｋｓｆｒｏｍ２５Ｊｕｎｅｔｏ２４July・The

totalnumberofeggswas240,butwefoundoniyfivefledglings・Weobservedmanyeggsbeing

rolledbｙｓｔｒｏｎｇｗｉｎｄｂｅｃａｕｓｅｏｆｔｈｅｌａｃｋｏｆｇravelontherooftopWepredictthatbreeding

successwillincreaseifgravelisspreadontherooftop・ThisisthefirstreportinJapanofthis

kindofnestsiteforLittleTerns・

ＫＥｙｚ００，恋Ｌ"ﾉﾉｅ７１ｇﾉ抑,Stemaalbifrons,ﾉりq/I”６ﾉセe”壇


